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９
月
定
例
会
は
、
２
日
に
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

工
事
契
約
に
か
か
る
も
の
１
件
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
４
件
、
補
正
予
算
６
件
、
平
成
30
年
度

の
会
計
決
算
７
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
は
、
人
事
案
件
３
件
、
議
員
提
案
の
意
見
書
１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
同
意
・
採
択
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
会
期
19
日
目（
９
月
20
日
）に
７
人
が
当
面
す
る
村
政
の
問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一般会計
特別会計

平成30年度決算

69億円を検証！！

234,689円
教育費

19,258円
議会費

79,134円
農林水産業費

112,605円
土木費

136,474円
消防費

207,326円
総務費

89,086円
衛生費

209,694円
民生費

2,681円
公債費（借金返済）

84,011円
諸支出金（積立金ほか）

7,077円
商工費

歳入(財源) ６2億3，279万円
歳出(使いみち) 5６億６，313万円
差引額 5億６，9６６万円

一般会計決算

◆歳出総額56億6,313万円を
　村民(4,791人)1人あたりにすると… 118万2,035円

歳  入
（財源）

歳  出
（使いみち）

教育費
（19.9%）

１１億2，440万円

村税（64.5%）
40億

1，773万円
繰入金（10.0%）
6億2，359万円

繰越金（8.1%）
5億561万円

地方譲与税（4.3%）
２億６，547万円

地方消費税交付金（3.0%）
１億８，863万円

国庫支出金（2.6%）
1億6，500万円

県支出金（2.5%）
１億5，698万円 諸収入（2.2%）　　　　  １億3，476万円

使用料及び手数料（1.1%）６，571万円

その他（1.7%）　　　１億932万円

民生費
（17.8%）

１０億464万円

土木費
（9.5%）

5億3，949万円

総務費
（17.5%）

9億９，330万円

消防費（11.6%）
6億5，385万円

衛生費（7.5%）
4億2，681万円

諸支出金（7.1%）
4億25０万円

農林水産業費（6.7%）
3億7，913万円

議会費（1.6%）　９，２27万円
商工費（0.6%）　３，390万円

公債費（借金返済）
（0.2%）　　　 １，284万円

・その他税 2,111万円
・村たばこ税 6,251万円
・固定資産税 30億1,362万円

・村民税 9億2,049万円
＜内訳＞　個人

法人
2億9,213万円
6億2,836万円

【村税の内訳】
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海
部
郡
町
村
会
の
負
担

が
３
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

　

今
ま
で
は
蟹
江
町
の
再

任
用
職
員
で
対
応
し
て
い

た
が
、
町
村
会
で
雇
用
し

３
町
村
で
分
割
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
新
設
の
防
犯
灯
工
事
費

が
29
年
度
に
比
べ
る
と
数

の
わ
り
に
高
い
が
ど
う
い

う
こ
と
か
。

　

29
年
度
ま
で
と
は
違
い

新
た
に
大
宝
と
竹
之
郷
に

長
距
離
を
整
備
し
た
た
め
、

配
線
・
ポ
ー
ル
の
設
置
な

ど
の
整
備
費
が
か
か
っ
て

い
る
。

　
こ
の
工
事
の
執
行
率
は

58
％
だ
が
、
未
執
行
の
部

分
が
あ
る
の
か
、
入
札
の

結
果
な
の
か
。

　

当
初
予
定
し
て
い
た
工

事
は
完
了
し
て
い
る
。
工

事
内
容
の
見
直
し
に
よ
り

質  

疑

問答問答問答

安
く
済
ん
だ
と
理
解
し
て

い
る
。

　
観
光
交
流
協
会
の
補
助

金
、
内
容
と
成
果
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
と

び
し
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
費

用
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

２
回
目
の
マ
ル
シ
ェ
に
は

１
３
０
０
名
ほ
ど
お
越
し

い
た
だ
き
、
飛
島
村
の
知

名
度
の
向
上
、
村
民
の
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
等

が
図
ら
れ
た
。

　
障
害
者
医
療
審
査
支
払

手
数
料
は
平
均
月
額
で
説

明
し
て
あ
る
が
、
予
算
で

は
単
価
と
人
数
で
示
し
て

あ
る
。
決
算
で
は
確
定
し

て
い
る
が
ど
う
か
。

　

次
年
度
か
ら
概
要
と
目

的
に
合
わ
せ
た
表
記
を
す

る
。

　
地
域
創
生
事
業
委
託
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
。

　

観
光
交
流
協
会
で
売
っ

て
い
る
も
な
か
ア
イ
ス
開

問答問答問答

発
費
が
主
な
も
の
で
、
他

に
は
観
光
交
流
協
会
の
法

被
の
デ
ザ
イ
ン
費
な
ど
が

あ
る
。

　
こ
の
事
業
は
５
年
間
の

計
画
だ
っ
た
と
思
う
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　

地
域
創
生
事
業
は
５
年

で
区
切
り
を
つ
け
た
い
。

そ
の
後
は
観
光
交
流
協
会

で
開
発
等
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
通
し
は
。
耐
震

改
修
に
は
か
な
り
の
費
用

が
か
か
る
の
で
補
助
が
受

け
や
す
く
な
る
よ
う
考
え

て
ほ
し
い
。

　

該
当
家
屋
の
所
有
者
に

直
接
、
耐
震
診
断
を
受
け

て
い
た
だ
く
よ
う
通
知
し
、

診
断
を
受
け
ら
れ
た
方
に

は
改
修
を
促
し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
働
き
か

け
て
い
く
。

　
小
中
一
貫
教
育
支
援
委

託
と
は
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
９
年

問答問答問答

間
を
振
り
返
り
、
客
観
的

な
判
断
で
成
果
や
課
題
を

ま
と
め
、
義
務
教
育
学
校

に
生
か
し
て
い
く
た
め
の

委
託
。

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

豊
か
な
財
源
が
あ
る
の

で
、
給
食
費
の
無
料
化
や
老

人
医
療
費
の
無
料
化
を
進
め
、

も
っ
と
住
民
の
負
担
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
考

え
反
対
す
る
。

　
　

  

…
加
藤　
光
彦
議
員

安
心
・
安
全
・
安
定
の
村

づ
く
り
推
進
に
向
け
、
事
業

計
画
に
沿
っ
て
適
切
に
執
行

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
最
良

な
事
業
の
推
進
と
予
算
執
行

を
望
み
、
村
民
の
生
活
環
境

の
向
上
に
努
力
す
る
こ
と
を

願
い
賛
成
す
る
。

(

賛
成
８
反
対
１
で
認
定)

討  

論
反
対

賛
成

一 

般 

会 

計

歳  入
（財源）

歳  出
（使いみち）

教育費
（19.9%）

１１億2，440万円

村税（64.5%）
40億

1，773万円
繰入金（10.0%）
6億2，359万円

繰越金（8.1%）
5億561万円

地方譲与税（4.3%）
２億６，547万円

地方消費税交付金（3.0%）
１億８，863万円

国庫支出金（2.6%）
1億6，500万円

県支出金（2.5%）
１億5，698万円 諸収入（2.2%）　　　　  １億3，476万円

使用料及び手数料（1.1%）６，571万円

その他（1.7%）　　　１億932万円

民生費
（17.8%）

１０億464万円

土木費
（9.5%）

5億3，949万円

総務費
（17.5%）

9億９，330万円

消防費（11.6%）
6億5，385万円

衛生費（7.5%）
4億2，681万円

諸支出金（7.1%）
4億25０万円

農林水産業費（6.7%）
3億7，913万円

議会費（1.6%）　９，２27万円
商工費（0.6%）　３，390万円

公債費（借金返済）
（0.2%）　　　 １，284万円

・その他税 2,111万円
・村たばこ税 6,251万円
・固定資産税 30億1,362万円

・村民税 9億2,049万円
＜内訳＞　個人

法人
2億9,213万円
6億2,836万円

【村税の内訳】
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保
険
料
の
住
民
負
担
は

均
等
割
・
平
等
割
の
部
分

が
高
い
の
で
低
所
得
者
層

に
対
す
る
負
担
が
増
大
し

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
広
域

化
に
な
り
、
基
本
的
に
は

標
準
保
険
料
率
で
試
算
は

す
る
が
、
村
で
は
住
民
負

担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
、

結
果
的
に
は
資
産
割
の
税

率
を
下
げ
た
。

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

豊
か
な
財
政
を
持
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
保
険

料
の
住
民
負
担
は
大
き
い
。

も
っ
と
安
い
保
険
料
設
定
が

で
き
る
と
思
う
の
で
反
対
す

る
。

　
　

  

…
上
田　
光
彦
議
員

増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費

と
少
子
高
齢
化
の
社
会
情
勢

を
鑑
み
財
政
確
保
に
努
め
て

い
る
。
保
険
事
業
の
充
実
に

よ
り
住
民
の
健
康
維
持
・
増

進
に
努
力
を
願
い
、
堅
実
な

国
保
財
政
を
望
み
賛
成
す
る
。

　(

賛
成
８
反
対
１
で
認
定)

問答討  

論
反
対

賛
成

国
民
健
康
保
険

　
平
成
30
年
度
の
医
療
費

質  

疑

問

農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
事
業

 
(

全
員
賛
成
で
認
定)

 

土
地
取
得

 
(

全
員
賛
成
で
認
定)

 

介
護
保
険

　
歳
入
決
算
を
見
る
と
保

険
料
は
予
算
に
比
べ
て
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

介
護
給
付
費
の
支
出
が
高

め
の
予
算
だ
っ
た
た
め
に

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
も

高
く
組
ん
で
あ
っ
た
た
め

で
は
な
い
か
。

　

第
７
期
介
護
保
険
計
画

で
の
介
護
給
付
費
の
見
込

み
の
と
お
り
、
今
後
も
高

齢
化
は
進
み
介
護
認
定
を

受
け
ら
れ
る
方
も
増
え
る

こ
と
を
想
定
し
予
算
を
組

ん
で
い
る
。

質  

疑

問答

は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

当
初
の
見
込
み
よ
り
1

カ
月
当
た
り
60
万
円
ほ
ど

増
え
て
お
り
、
補
正
予
算

を
お
願
い
し
た
。

答

　
介
護
給
付
費
を
高
く
見

積
も
る
こ
と
に
よ
り
介
護

保
険
料
が
高
く
な
る
の
で
、

介
護
給
付
費
の
設
定
を
も

う
少
し
絞
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

介
護
給
付
費
を
な
る
べ

く
抑
え
ら
れ
る
運
営
が
で

き
る
よ
う
、
一
般
介
護
予

防
を
含
め
介
護
保
険
事
業

を
運
営
し
て
い
く
。

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

介
護
保
険
料
は
県
下
で
高

い
ほ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
介

護
保
険
料
を
安
く
す
べ
き
だ

と
思
う
の
で
反
対
す
る
。

　
　

  

…
鈴
木　
康
祐
議
員

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
介

護
予
防
事
業
を
積
極
的
に
展

開
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
運
営
を
願
い
賛
成
す

る
。

　　(

賛
成
８
反
対
１
で
認
定)

問答討  

論
反
対

賛
成

 

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

こ
の
会
計
は
お
年
寄
り
の

医
療
水
準
を
低
下
さ
せ
た
り
、

負
担
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に

作
ら
れ
た
会
計
制
度
で
あ
る

の
で
反
対
す
る
。

　
　

  

…
井
田　
晴
己
議
員

こ
の
会
計
は
高
齢
者
の
保

険
料
を
広
域
連
合
に
納
付
す

る
た
め
の
会
計
で
あ
り
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
制
度
で
あ
る
。
今
後
も
増

え
続
け
る
高
齢
者
医
療
費
を

国
民
す
べ
て
で
支
え
る
保
険

事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
願

い
賛
成
す
る
。

　(

賛
成
８
反
対
１
で
認
定)

宅
地
造
成
事
業

 
(

全
員
賛
成
で
認
定)

討  

論
反
対

賛
成

特 

別 

会 

計

決算額 （千円以下切り捨て）

会計名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険 5億5，401万円 5億3，327万円 2，074万円

農業集落排水処理
施設事業 1億4，754万円 1億4，139万円 615万円

土地取得 39万円 39万円 0円

介護保険
保険事業勘定 4億4，826万円 4億3，317万円 1，509万円

サービス
事業勘定 48万円 46万円 2万円

後期高齢者医療 8，052万円 8，019万円 33万円

宅地造成事業 9，662万円 9，662万円 0円
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監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

平
成
30
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
に
関
す
る
調
書

は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
て
お
り
、
決
算
計
数
は
関
係

帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た

結
果
、
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
基
金
の
運

用
状
況
を
示
す
書
類
の
計
数
に
つ

い
て
も
特
に
問
題
と
す
る
事
項
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
は
、

国
の
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調

の
中
に
あ
る
も
の
の
、
法
人
村
民

税
の
増
収
が
見
込
め
な
い
状
況
で

の
編
成
と
な
り
、
村
民
の
安
全
安

心
を
第
一
に
考
え
た
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
始
め
、
真
に
必
要
な
分

令
和
元
年
７
月
12
日
か
ら
７
月
29
日
に
か
け
て
監
査
委
員
伊
藤

幹
男
氏
、
鈴
木
康
祐
氏
に
よ
り
、
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
土
地
開
発
基
金
の
運
用
状
況
を
審
査

し
た
結
果
を
ま
と
め
、
８
月
26
日
に
意
見
書
と
し
て
村
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

野
に
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
予
算

が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
の
根
幹
を
な
す
村
税
に

つ
い
て
は
、
収
入
確
保
に
十
分
努

力
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

引
き
続
き
徴
収
率
向
上
に
向
け
て

努
力
す
る
と
と
も
に
、
滞
納
者
の

経
済
状
況
等
を
精
査
し
、
適
切
な

滞
納
整
理
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

歳
出
に
お
け
る
不
用
額
の
発
生

は
、
適
切
な
理
由
に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
所
期
の
目

的
を
達
成
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

極
力
減
額
補
正
を
行
い
、
不
用
額

の
削
減
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
村
の
資
産
及
び
物
品

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
良
好
の
状

態
に
お
い
て
管
理
す
る
と
と
も
に
、

所
要
の
目
的
に
応
じ
た
効
率
的
な

運
用
及
び
使
用
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
第
４
次

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
掲

げ
る「
子
ど
も
が
す
こ
や
か
に
育

つ
む
ら
づ
く
り
」「
住
民
が
交
流
を

深
め
る
む
ら
づ
く
り
」「
安
心
し
て

生
活
で
き
る
む
ら
づ
く
り
」を
重

点
と
し
て
、「
私
た
ち
を
育
む
村

を
み
ん
な
で
育
て
る
」の
実
現
に

向
け
、
引
き
続
き
着
実
な
施
策
の

推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し

て
審
査
の
結
び
と
し
ま
す
。

 

審
査
意
見
よ
り(

要
旨)

審
査
の
結
果
お
よ
び
意
見

基　　金　　名 平成30年度末現在高

財政調整基金 現　金　等 9億円

地域整備基金 現　金　等 61億4,143万円

減債基金 現　金　等 2,818万円

国民健康保険財政調整基金 現　金　等 1億5,170万円

人材育成基金 現　金　等 5億1,000万円

地域福祉振興基金 現　金　等 1億3,819万円

土地開発基金
不動産（土地　雑種地） 4,514.00㎡

現　金　等 1億6,315万円

介護給付費準備基金 現　金　等 3,973万円

基金合計 現　金　等 80億7,238万円

意見書を村長に手渡しする委員


